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1. 概要 

50人の大学生に 10個の二択の設問を

問い、それぞれの設問の回答間の相関性

を調査する。 

2. 設問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 仮説 

時間をちゃんと答える人（Q3で Bと答

える）は時間に厳しいため、遅刻しない

ようにするのではないか（Q8で Aと答

える） 

飲み物の減りを早く感じる人（Q2で B

と答える）はせっかちなため、あいこが

続くと手を変えようとするのではない

か（Q5で Aと答える） 

4. 分析 

今回の分析では、設問の組み合わせ一つ

筒をクロス集計表の形にし、カイ二乗検

定を用いた。 

この検定によって求められた P 値を参

照して相関性の優位性を確認する。 

5. 結果 

惜しくもP値が5%を下回らなかった組

み合わせが(Q1,Q5)と(Q2,Q5)（ともに

6%） 

5%を下回った組み合わせは (Q1,Q4)

（3%）と(Q5,Q7)（0%） 

6. 考察 

（スペースの都合により省略） 

7. 反省点 

（スペースの都合により省略） 


